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技能功労者
製茶職など24人を表彰

昭
和
五
十
四
年
九
月
宇
治
市
議
会

定
例
会
は
、
九
月
二
十
日
か
ら
十
月

三
十
一
日
ま
で
の
四
十
二
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
四
億
八
千
七
百

五
十
三
万
一
千
円
の
一
般
会
計
補
正

予
算
や
水
道
料
金
等
を
改
定
す
る
水

辺
事
茉
給
水
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

二
十
二
議
案
が
捉
出
さ
れ
た
ほ
か
、

意
見
書
や
決
議
に
つ
い
て
も
番
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

召
集
日
の
九
月
二
十
日
に
は
、
会

期
を
四
十
二
日
間
と
決
し
た
ほ
か
、

一
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

総
m
m
了
斌
丹
開
さ
れ
た
十
月

九
日
に
は
、
一
般
会
計
禰
正
予
算
な

ど
十
七
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ

十
月
十
五
日
に
は
、
そ
の
う
ち
一
議

案
を
可
決
。
次
の
十
月
十
七
日
に

は
、
十
二
議
案
が
、
請
願
と
と
も
に

各
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
、
二
十
五
日
の
両
日
は
一

般
質
問
を
行
い
、
十
三
人
の
議
員
が

ｎ
壇
し
、
市
政
の
各
分
野
に
及
ぶ
活

発
な
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
三
十
日
に
は
ｍ
ｍ
％
ｖ
行

い
、
一
議
案
を
修
正
可
決
、
十
七
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
五
十
三

年
度
決
算
関
係
の
二
議
案
に
つ
い
て

は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
ほ
し
、

九
月
定
例
会

Ｅ
コ
宍

作
一
お

Ｕ
ｊ

委
員
会
付
託
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

請
願
に
つ
い
て
は
八
件
を
採
択
し
、

一
件
の
撤
回
を
承
認
。
意
見
書
は
四

件
、
決
議
に
つ
い
て
は
一
件
を
可
決

し
ま
し
た
。
な
お
、
決
算
特
別
委
員

会
の
委
員
長
に
は
野
口
一
美
、
副
委

員
長
に
は
浅
見
健
二
の
両
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
で
今
定
例
会
の
日
程
を
す
べ

て
柊
了
。
昭
和
五
十
四
年
九
月
宇
治

恵
M
M
例
会
は
、
会
期
一
日
を
残

し
十
月
三
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

＜
可
決
・
承
認
・
同
意

さ
れ
た
議
案
＞

〇
一
股
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

の
専
決
承
認

■
○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

○
公
共
＾
水
道
m
i

予
ｇ
（
第
一
号
）

ｏ
ａ
菜
共
済
事
業
会
叶
補
正
予
算
（

第
一
号
）

○
水
道
畢
菜
会
計
柿
正
予
ａ
（
第
一

号
）

○
住
宅
新
築
資
金
等
賃
付
事
業
特
別

ｎ
５

ｍｍｍｍｍｍ｀Ｊｍ

染
型
紗
張
り
職

中
西
成
二
さ
ん

伸
縮
す
る
の
で
紗
と
の
接
着
剤
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
う
る
し
に
か
ぶ
れ

る
の
を
辛
抱
す
る
の
が
こ
の
仕
事
の
苦

心
の
し
ど
こ
ろ
。

中
西
さ
ん
が
仕
事
を
始
め
・
ら
れ
て
三

十
二
年
。
地
味
な
仕
事
だ
け
に
、
表
彰

ｌｍｍｍｍｍ

は
「
仕
事
の
ほ
こ
り
」
と
顔
を
は
こ
ろ
ｍ

ば
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
m

i
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ｕ
ｘ
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＾

一
宇
治
市
で
は
、
市
内
の

各
団
体
か
ら
推
せ
ん
さ
れ

た
製
茶
職
や
菓
子
製
造
職

な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ
て
一

一
つ
の
仕
事
に
取
組
ん
で

こ
ら
れ
た
二
十
四
人
の
方

を
勤
労
感
謝
の
日
に
技
能

功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま

一
す
。こ

の
技
能
功
労
者
の
表
彰
は
、
長

年
一
つ
の
職
業
に
就
き
、
す
ぐ
れ
た

技
能
を
み
が
い
て
こ
ら
れ
た
方
の
功

労
を
た
た
え
、
ま
た
技
能
職
に
た
ず

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

Ｉ
被
保
険
者
に
対
す
る
助
産
費
の

増
額
に
伴
う
も
の

○
軍
営
住
宅
の
設
置
及
び
瞥
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
－
宇
治
東

山
団
地
の
ｔ
晟
昂
込
に
伴
う
も
の

○
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
改
正
Ｉ

損
害
禰
償
の
砥
石
定
め
る
政
令

の
改
正
に
伴
う
も
の

○
非
常
助
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報

償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
Ｉ
非
常
勤
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
を
図
る
も
の

〇
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の
一

部
改
正
－
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ

に
伴
う
も
の

○
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

↓
迢
便
川
料
な
ど
の
改
定
に
伴

う
も
の

○
公
会
堂
等
の
施
設
の
段
段
及
び
管

理
に
関
す
る
粂
例
の
一
部
改
正

！
一
集
会
所
の
設
ｍ
に
伴
う
も
の

さ
わ
る
人
々
の
社
会
的
・
経
済
的
地

位
や
技
能
水
準
の
向
上
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
、
昭
和
四
十
七
年
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
二
百
二
十
九
人
の

方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
地
味
な

中
に
も
そ
の
道
一
筋
に
確
実
な
足
取

晴
れ
の
功
労
者

り
を
残
し
て
こ
ら
れ
た
方
で
、
現
在

も
後
継
者
の
摺
既
晟
に
あ
た
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

な
お
表
彰
式
は
、
十
一
月
二
十
三

日
午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館
で
行
わ

れ
、
中
西
成
二
さ
ん
に
染
型
紗
張
の

技
能
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
菓
子
製
造
職
〕

須
知
ひ
で
（
7
8
）
＝
宇
治
東
内

中
村
房
市
（
7
4
）
０
宇
治
妙
楽

〔
石
工
職
〕

勝
山
弥
三
郎
（
7
6
）
０
木
幡
南
山

松
井
弥
市
郎
（
6
8
）
＝
宇
治
妙
楽

〔
和
裁
職
〕

太
田
津
屋
（
7
3
）
Ｈ
広
野
町
小
根
尾

〔
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
職
〕

松
井
サ
ダ
エ
（
7
2
）
＝
宇
治
妙
楽

大
下
三
郎
（
6
7
）
＝
宇
治
１
３
番

松
井
恒
二
郎
（
6
2
）
＝
宇
治
乙
方

山
本
三
郎
（
6
0
）
＝
小
倉
町
天
王

〔
製
茶
職
〕

森
下
一
雄
（
7
1
）
＝
小
倉
町
東
山

酒
谷
新
四
郎
（
7
1
）
＝
五
ケ
庄
一
番

割

大
西
仁
左
衛
門
（
6
7
）
＝
宇
治
善
法

福
井
菊
次
郎
（
6
5
）
＝
宇
治
塔
ノ
川

（
敬
称
略
）
数
字
は
年
齢
。

古
川
嘉
造
（
6
5
）
＝
五
ヶ
庄
上
村

小
島
清
一
（
6
0
）
Ｈ
白
川
川
上
り
谷

〔
調
理
職
〕

山
内
大
三
（
7
0
）
＝
宇
治
乙
方

吉
田
三
郎
（
6
6
）
Ｈ
小
倉
町
″
ハ
保

〔
配
管
職
〕

上
原
英
光
（
6
5
）
＝
菟
道
田
中

・
〔
染
型
紗
張
職
〕

中
西
成
二
（
6
1
）
Ｈ
木
幡
正
中

〔
大
工
職
〕

清
水
忠
二
（
6
0
）
＝
宇
治
蛇
塚

－
関
米
三
郎
さ
ん

宇
治
市
自
治
功
労
者
の
関
米
三
郎

さ
ん
、
七
十
八
歳
（
五
ヶ
庄
芝
東
四

四
）
は
、
さ
る
十
一
月
四
日
、
心
不

全
の
た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

関
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
東

宇
治
町
の
消
防
団
長
と
な
ら
れ
て
な

来
、
昭
和
四
十
六
年
ま
で
宇
治
市
消

防
団
長
な
ど
を
歴
任
。
ま
た
、
昭
和

二
十
六
年
か
ら
市
議
会
議
員
を
一
期

勤
め
ら
れ
る
な
ど
地
方
自
治
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

―
大
西
寅
夫
（
6
0
）
＝
五
ヶ
庄
芝
東

山
口
好
一
（
6
0
）
＝
神
明
宮
東

〔
時
計
修
理
職
〕

大
北
真
司
（
6
0
）
＝
五
ヶ
庄
大
林

〔
理
容
職
〕

坂
谷
利
吉
（
6
0
）
＝
菟
這
丸
山

1
1
月
2
6
日
～
1
2
月
２
日

こ
れ
く
ら
い
と
思
う

油
断
を
火
が
ね
ら
う
／

最
近
、
全
国
的
に
居
住
建
物
の
火

災
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、

今
年
十
月
ま
で
に
発
生
し
た
火
災
二

十
七
件
の
う
ち
二
十
件
が
建
物
火
災

で
す
。

こ
れ
か
ら
来
年
の
春
に
か
け
て
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
が
こ
い
し
く

な
る
季
節
。
家
庭
や
職
場
で
防
火
の

備
え
は
十
分
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
一

度
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＜
家
庭
の
防
火
対
策
＞

▽
幼
児
や
老
人
、
か
ら
だ
の
不
自
由

な
人
な
ど
、
火
災
の
と
き
す
ぐ
避

難
で
き
な
い
人
だ
け
を
靭
し
て
の

外
出
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

玄
関
近
く
な
ど
避
難
し
や
す
い
所

に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
喫
煙
は
灰
皿
の
あ
る
所
で
、
始
末

を
完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。
寝
た
ば

こ
は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

▽
吊
ど
も
の
火
遊
ぴ
を
防
止
し
ま
し

ょ
う
。
子
ど
も
の
目
の
届
く
所
に

マ
Ｊ
ア
な
ど
を
置
か
な
い
。
子
ど

も
だ
け
で
た
き
火
を
さ
せ
な
い
。

▽
白
灯
油
は
必
要
以
上
に
買
い
倣
か

な
い
よ
う
に
。

寝タバコは危険、やめましょう。

火
気
か
ら
遠
い
冷

所
に
置
き
ま
し
ょ

う
。

Λ
職
場
の防

火
対
策
＞

▽
消
防
用
設
備
を
点

隨
じ
、
い
つ
で
も

使
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
消
火
・
通
報
・
退

難
の
訓
練
と
、
防

火
の
知
ｍ
ｍ
Ｍ

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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○
腹
｀
会
の
議
員
の
報
酬
及
ぴ
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
（
修
正
可
決
）
－
費
用
弁
償
額

の
改
定
に
伴
う
も
の

○
市
道
路
線
の
認
定
（
十
七
路
線
）

○
市
道
路
線
の
一
部
廃
止
（
一
路

線
）

○
財
産
取
得

○
京
都
爾
部
都
市
広
域
行
政
圈
推
進

協
議
会
の
設
置
（
付
帯
決
議
）

○
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

○
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委
員

の
選
任
同
意
（
十
氏
）

Λ
採
択
さ
れ
た
請
願
＞

○
学
童
通
学
路
変
更
に
つ
い
て
の
請

願
○
開
町
本
通
り
の
道
路
及
び
交
通
事

情
と
そ
の
施
策
改
善
の
詞
願

○
下
排
水
及
ぴ
雨
水
の
側
溝
整
備
並

ぴ
に
旅
末
新
設
を
求
め
る
請
願

〇
子
ど
■
Ｃ
Ｈ
ｉ
^
＼
:
の
事
故
か
ら
守

る
請
願
．

０
地
E
f
農
業
を
振
興
し
、
農
業
所
得

を
向
上
さ
せ
る
市
町
村
農
業
那
策

の
拡
充
蕗
い
に
国
の
農
業
政
策
の

確
立
に
関
す
る
請
願

○
学
校
生
徒
の
通
学
路
に
関
す
る
請

願

○
国
鉄
宇
治
駅
前
に
集
会
所
建
設
に

つ
い
て
の
請
願

○
伊
勢
田
町
中
山
に
お
け
る
民
営
自

転
軍
置
場
建
設
に
係
る
請
願

Λ
撤
回
を
承
認
さ
れ
た

請
願
＞

○
先
陣
ヶ
丘
町
内
の
住
宅
環
境
を
守

る
請
願

Λ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
＞

○
農
業
政
策
確
立
に
関
す
る
意
見
書

Ｏ
「
石
油
需
給
適
正
化
法
」
の
発
動

「
買
い
占
め
売
り
惜
し
み
防
止

法
」
の
適
用
を
求
め
る
意
見
書

○
母
性
保
護
強
化
を
求
め
る
意
見
書

○
一
股
消
賢
税
、
所
得
税
増
税
に
反

対
し
、
国
民
本
位
の
財
政
に
転
換

を
ま
め
る
意
見
書

＜
可
決
さ
れ
た
決
議
＞

○
中
央
省
庁
、
特
殊
法
人
の
不
正
経

理
の
糾
明
を
求
め
る
決
議
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水
及
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水
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整
備
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○
一
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消
９
税
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得
ｍ
増
税
に
反
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母
性
保
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求
め
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住
民
組
織
に
加
入
し
て
い
る
…
…
8
7
％

■
何
ら
か
の
住
民
組
織
に
加
入
し
て

い
る
・
：
八
七
・
六
％
、
加
入
し
て
い

な
い
十
一
・
ニ
％
－
こ
の
ほ
ど
宇

治
市
が
市
政
モ
’
一
タ
ー
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ

ん
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
こ
と
し
七
月
、

市
政
モ
’
一
タ
ー
二
百
人
を
対
象
に
、

「
市
民
の
コ
ミ
コ
ー
デ
ィ
意
識
に
つ

い
て
」
お
た
ず
ね
し
た
も
の
で
、
百

六
十
一
人
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
回
答
率
八
〇
・
五
％
）

◇

ま
ず
最
初
の
質
問
は
宇
治
市
の
在

住
期
間
で
す
が
、
「
五
年
か
ら
十
年

未
満
」
二
〇
・
五
％
と
最
も
多
く
、

つ
い
で
「
十
年
か
ら
十
五
年
未
満
」

十
九
・
九
％
、
「
二
十
年
以
上
」
十

七
・
四
％
、
「
一
年
か
ら
三
年
未
満

」
の
十
六
・
一
％
、
「
三
年
か
ら
五

年
末
満
」
十
三
・
七
％
の
順
と
な
つ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
在
住
期
間
「
二

十
年
未
満
」
の
人
は
、
ほ
と
ん
ど
他

市
か
ら
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
冰
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
お
り
、
昭
和
四
十

年
以
後
に
宇
治
市
に
住
ま
れ
た
人
が

七
割
強
お
ら
れ
、
四
十
年
以
降
の
人

口
急
増
を
示
し
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
市
民
の
宇
治
市
で
の
居

住
意
思
で
す
が
、
「
住
み
つ
づ
け
た

い
」
五
七
・
八
％
、
「
で
き
れ
ば
移

り
た
い
」
二
三
・
〇
％
、
「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
十
三
・
六
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
住
み
つ
づ
け
た
い
」
と
答
え
た

人
の
居
住
理
由
は
、
「
自
分
の
土
地

自
分
の
家
だ
か
ら
」
が
四
三
・
〇
％

国保料第四期

11月が納付月

十
一
月
三
十
日
は
、
国
民
健
康
保
険
料

第
四
期
分
の
納
期
限
で
す
。
未
納
の
人
は

至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

留
守
が
ち
な
家
庭
や
、
お
忙
し
い
人
に

は
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
手
続
き
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を

預
金
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
へ
提
出
す
る

だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
’

（
保
険
年
金
課
）

と
圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
、
「
移
り

た
い
」
と
答
え
た
人
の
う
ち
、
「
自

分
の
家
が
ほ
し
い
か
ら
」
が
二
八
・

九
％
と
、
「
家
」
が
居
住
、
移
住
の

場
合
に
最
も
大
き
な
決
定
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
「
住
民
組
緞
へ
の
参
加
の

度
合
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
加
入
し

て
い
る
」
八
七
・
六
％
と
圧
倒
的
に

多
く
、
地
域
社
会
形
成
、
住
民
自
治

確
立
に
む
け
て
の
基
盤
は
で
き
あ
が

り
つ
つ
あ
る
と
推
察
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

三
歳
以
上
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の

児
童
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
で
、
学

校
な
ど
の
施
殷
で
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
毎

年
二
回
接
穐
で
す
。
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・

灯
油
価
格
調
査
（
1
1
月
１
日
）

市
で
は
、
暖
房
用
燃
料
の
大
部
分

を
占
め
る
灯
油
に
つ
い
て
価
格
と
需

給
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
「
第
二
の
石
油
危

機
」
到
来
が
さ
け
ば
れ
、
石
油
の
需

給
事
情
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
例
年
よ
り
早
い
時
期
に
行
っ

た
も
の
で
す
。

今
回
の
調
査
納
果
は
表
の
と
お
り

で
、
宇
治
市
内
で
も
全
国
的
な
傾
向

を
反
映
し
て
千
円
台
灯
油
が
定
着
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
今
年
一
月
の
調

査
と
比
較
す
る
と
、
店
頭
価
格
の
平

均
が
六
百
二
十
九
・
九
円
（
十
八
彫

）
か
ら
千
百
七
円
へ
と
七
五
％
の
値

上
が
り
、
宅
配
価
格
の
平
均
が
、
六

百
五
十
六
・
八
円
か
ら
千
百
四
十
三

円
へ
と
七
四
％
の
値
上
が
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
値
で
は
店
頭

死
千
二
百
円
で
、
宅
配
千
二
百
七
十

円
。
安
値
で
は
店
頭
売
、
宅
配
と
も

千
五
十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
最
多
販
売
値
の
店
頭
売
千
八
十

円
や
宅
配
千
百
五
十
円
、
平
均
価
格

な
屯
』
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
極
端

な
値
開
き
で
な
い
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
値
上

が
り
に
加
え
、
供
給
量
に
不
安
が
も

た
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
十
一
月

現
在
の
販
売
店
で
の
状
況
で
は
、
き

ぴ
し
い
供
給
削
減
は
な
い
よ
う
で
し

た
。
通
産
省
で
も
、
今
冬
の
需
要
量

は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
買
い
急
が

な
い
よ
う
に
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
新
し
く
転
入
さ
れ
た
人
に
は

実
績
優
先
が
浸
透
し
て
い
る
の
で
、

一
部
き
ぴ
し
い

事
情
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結

果
に
よ
っ
て
も
、

今
後
消
費
生
活

へ
の
影
響
が
考

え
ら
れ
ま
す
の

で
、
市
と
し
て

も
必
要
な
対
策

を
た
て
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
費

者
の
み
な
さ
ん

も
灯
油
購
入
店

第1回灯油価格調査結果

(灯油18リットル当りの価格)

の
確
保
や
使
用
量
の
節
減
な
ど
に
ご

努
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
で
は
商
工
観
光
課
で
灯

’
油
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）
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さ
ら
に
、
マ
ヽ
ご
Ｉ
テ
″
に
対
す

る
考
兄
方
に
つ
い
て
は
「
日
宦
洽

を
良
く
す
る
た
め
に
も
必
妥
」
四
六

・
〇
ｓ
、
「
地
籾
任
民
の
利
益
を
守

る
た
め
に
も
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
」

二
四
・
八
％
と
、
七
割
程
度
の
人
が

そ
の
必
妥
性
を
認
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
モ
’
一
タ
ー
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
宇
治
市
政
へ
の
貴
ｍ
な
ご

意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
書
広
報
課
）

当
日
は
体
温
を
は
か
り
、
筆
記
具

を
も
っ
て
保
護
者
同
伴
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

インフルエンザ予防接種日程表
［
－
－
副
引
副

7
1
5
1
9

皿
お
五

器

第
1
1
1
1
1
1

－
－

日
日
日

3
0
1
1
2

呈
謙

器

第
1
1
1
1
1

－
・
Ｉ

圧

堂
館
館
一

一Ｊ

皿

稚
会
民
タ

ー
‘
集
一
幼
会
ン

一
倉
一
治
公
公

民
セ

一
会
小
一
宇
椋
幡

一
健

一

西
】
東
旦
木
市
保

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か

ら
３
時
半
ま
で
。（

保
健
衛
生
課
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語初

等
講
習
会

▽
と
き
・
：
1
1
月
2
2
日
か
ら
毎
週
木

隔
日
の
午
後
６
時
半
か
ら
８
時
半

お知らせ

⑩

・
柿
・
は
っ
さ
く
・
夏
み
か
ん
・
ネ

ー
ブ
ル
は
大
き
い
の
が
お
い
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

青
果
物
の
流
通
経
路

左
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
宇
治
市
近
郊
で
と
れ
る
狩
に

有
名
な
果
物
は
、
い
ち
じ
く
（
城
陽

市
）
、
な
し
（
久
御
山
町
）
、
す
い

か
（
山
城
町
）
な
ど
が
あ
り
、
中
央

卸
売
市
場
や
近
ぐ
の
小
売
盾
へ
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

す
べ
て
の
食
品
に
つ
い
て
も
甘
え

る
こ
と
で
す
が
、
見
た
目
の
美
し
さ

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
味

覚
で
選
ぷ
こ
と
が
大
切
。
生
産
者
が

安
心
し
て
命
あ
る
作
物
を
作
り
つ
づ

け
、
消
費
者
が
安
全
で
安
く
、
お
い

し
い
食
物
が
豊
富
に
食
べ
ら
れ
る
社

会
を
め
ざ
し
て
お
互
い
勉
強
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。（

商
工
観
光
課
）
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｀″
ほａ

７
″

」
オどな木植式一材資園造

他のそ類根球種物鉢土マヌヵ４１肥土木植砂ＩＩＪ伯物小

社会式株

9 3 5 32 21 5 8
1

｀心匹勢万作部業哺剛″

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

今
回
か
ら
五
回
連
続
で
、
消
費
生

活
モ
’
一
タ
ー
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

調
査
研
究
し
た
精
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
ょ
う
。

◇

毎
日
の
宿
漕
に
欠
か
せ
な
い
果

物
を
安
く
、
安
全
に
手
に
入
れ
た
い

｛
思
い
、
と
く
に
み
か
ん
、
り
ん
ご

果物の安全性と

その流通経路

柿
を
選
ん
で
調
査
し
ま
し
た
。
な
お

調
査
に
は
多
賀
農
菜
協
同
組
合
、
京

都
用
部
総
合
食
品
セ
ン
タ
ー
、
牛
居

協
同
組
合
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。農

薬
と
無
袋
栽
培

昔
は
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
た
り
ん
ご

も
皮
を
む
か
な
け
れ
ば
卜
と
残
留

農
薬
が
心
配
で
す
。
し
か
し
、
調
べ

た
と
こ
ろ
、
生
産
地
で
は
農
業
団
体

の
指
導
や
保
健
所
で
の
チ
言
ク
が

き
び
し
く
、
農
薬
の
種
類
や
使
用
量

は
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
京

親
子
ス
ケ
ー
ト
・
デ
ー

▽
と
き
・
・
・
1
2
月
２
日
（
日
）
午
前

都
中
央
卸
売
市
場
で
も
生
産
地
こ
と

に
定
期
検
査
が
行
わ
れ
て
い
て
、
一

応
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

こ
の
他
、
生
産
の
中
で
袋
を
か
ぶ

せ
な
い
無
袋
栽
培
が
、
太
陽
の
光
が

直
接
果
物
に
当
る
の
で
味
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一新１年生の健康診断
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